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行程表およびルート図（４月２６日）

②長良橋上流

①鮎之瀬大橋～藍川橋

⑨徳山ダム

⑥平野庄橋

⑦西平ダム上流

岐阜駅(集合場所)

大垣駅（解散場所）
④犀川

③長良橋～鏡島大橋

⑧横山ダム

⑩ロアジールホテル大垣
(意見交換会会場)

②長良橋上流

①鮎之瀬大橋～藍川橋

⑨徳山ダム

⑥平野庄橋

⑦西平ダム上流

岐阜駅(集合場所)

大垣駅（解散場所）
④犀川

③長良橋～鏡島大橋

⑧横山ダム

⑩ロアジールホテル大垣
(意見交換会会場)

［行程表］ ［ルート図］

注）行程に関しましては、交通事情や視察の状況等により、若干時間が変更になる場合があります。

時 間

9:00 岐阜駅（集合） 中央北口

10:00 ～ 10:20 ① 鮎之瀬大橋～藍川橋
関市池尻地先～
岐阜市溝口地先

10:35 ～ 10:45 ② 長良橋上流 長良川右岸53.0k付近

10:50 ～ 11:00 ③ 長良橋～鏡島大橋 長良川右岸47.6k～52.8k付近

11:20 ～ 11:40 ④ 犀川 長良川右岸39.6k付近

12:00 ～ 12:45 ⑤ 昼食 大垣市内

12:55 ～ 13:00 ⑥ 平野庄橋 揖斐川右岸49.6k付近

13:15 ～ 13:25 ⑦ 西平ダム上流

13:45 ～ 13:50 ⑧ 横山ダム

14:00 ～ 15:00 ⑨ 徳山ダム

16:15 ～ 17:15 ⑩ 意見交換会 ロワジールホテル大垣

17:30 大垣駅（解散）

場 所

長良川河道計画上のポイント４／２６ ②長良川上流

■長良橋上下流付近は、金華山・鵜飼、長良川温泉といった観光地
になっている。

本堤

本堤

防水壁

防水壁

横断図

■現況河道に既定計画高水流量（Q=8,000m3/s）を流下させた場合、
20k付近より上流部で計画高水位を超過。

長良橋

鵜飼

金華山
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長良川プロムナード４／２６ ②長良橋上流

鵜飼観覧ゾーンは、正面に金華山・岐阜城を望み目
の前を長良川の清流が流れ、上流には鵜飼い大橋が
見える、岐阜でも有数の景勝地となっています。さら
に、春から秋にかけては千三百有余年の伝統を誇る
鵜飼が毎夜行われ、夏には間近で花火大会が見える
絶好の場所となっています。

岐阜市と連携して整備を進めました。
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37港町№218陸閘

出水痕

カメラ

・長良川の52～53.6k区間には、河道と堤防の間に旅館街が形成され、本堤と河川前面の防水壁との間は河川保全区域（民地）と
なっている。

・本堤及び防水壁には大小数多くの陸閘（うち、直轄３３箇所）が設置され、H16.10 20～21出水時にはこれら陸閘が閉鎖されるととも
に、岐阜市により、旅館街に避難勧告、避難指示が出された。

21長良陸閘
長良川左岸カメラから見た長良橋
右岸の出水状況 (上H16.10.20、
下H16.10.21)

43大宮陸閘

防水壁

本 堤

本 堤

旅館街での出水状況（平成１６年出水）４／２６ ②長良橋上流
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長良川基準地点（忠節）４／２６ ③忠節橋～鏡島大橋

忠節橋

大縄場大橋

基準地点（忠節）
河口から50.2k付近

■洪水を防ぐための計画を作成するときに、代表となる地点。
■この地点で基本高水のピーク流量や計画高水流量を定め、その河川の

改修計画が作成される。
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長良川緊急改修

忠節橋

大縄場大橋

河原Ａ

河原Ｂ

河原Ｃ

河原Ｄ

掘削箇所

平成１６年出水に対する長良川緊急改修

１．出水状況

２．長良川緊急改修の概要

【H16.10.20 台風23号災害】

４年間で約１
８万ｍ３（ダ
ンプ約３万台
分）の土砂を
掘削

『河川環境との
調和』、『利用
空間の確保』を
念頭に掘削

少ない掘削量で
高い効果の発揮
できる箇所とし
て、４カ所の河
原を掘削

長良橋上流の出水状況

10月20日23時頃

10月21日7時頃

痕跡

◇台風２３号は岐阜県を通過し、長良川上流域の観測所では総降雨量380mm以上の記録的な
豪雨となりました。
この豪雨により、岐阜、関、美濃市では300戸以上の家屋が床上浸水し、岐阜市内でも長良
川の計画高水位（河川整備の目標としている水位）を超え、住民に避難指示が発令される状
況となりました。

◇台風２３号が再来しても、計画高水位以下の水位で安全に洪水を流すことができるよう、
河原の掘削を行います。

～掘削の考え方～

●掘削箇所

本堤

寄 除

普段の水位より高いところを
掘削します。

水辺に近づきやすいように
緩やかにします。

洪水を流れにくくする樹木は
除去します。

自然植生・貴重種を保全します。

本堤

長良橋

●掘削イメージ

４／２６ ③忠節橋～鏡島大橋
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不法投棄の状況
不法投棄の種別
（上下流合計；H17調査）

木曽川における家電リサイクル品の不法投棄(上流管内）

不法投棄(家電製品）

■近年、不法投棄の増加により処理コストが増加している。

0

100

200

300

400

H12年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度

不
法

投
棄

数
（
台

）

家電リサイクル法施行
(H13.4.1)

家電ゴミ
324箇所（27.6%)

その他
（リサイクル品以外の家電、
自動車、建設廃材など）

848箇所（72.4%)

長良橋不法投棄の実態４／２６ ③忠節橋～鏡島大橋
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築後約30年が経過し老朽化した排水ポンプ

糸貫川天王川排水機場

セラミック
軸受化

改造

軸受けのみ取り替えコスト縮減を図っ
た例（糸貫川天王川排水機場）

■直轄排水機場29箇所のうち、７割の20箇所が築20年以上が経過し、
老朽化が進んでいる。

S60

S42

S42

S55

S56

S5
3

S26
S40

H2

S55
S55

S55

S51
S55

H7

H12

H12

S48

S60 S40

H4

H9

S50S55

S57

S54

S58

H6

S58

木曽川

築31年以上（S51以前）

築30年以内（S52～S61）

築20年以内（S62～H8）

築10年以内（H9～H18）

〈凡例〉

排水機場位置図

現状及び改造後のポンプ構造（糸貫川天王川排水機場）

現状 更新後

新製部品
改造部品

セラミック軸
受

無給水軸封装
置

カットレスゴム軸
受

カットレスゴム軸
受

グランドパッキン

老朽化が進む排水機場４／２６ ④犀川
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長良川流域では急速な都市化により支川の水質が悪化。

平成5年度に「清流ルネッサンス21」の対象河川に指定され、浄化対策を

実施中。

境川（境川橋）
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Ｄ類型
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桑原川（長良川合流前）
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ルネッサンス目標 5mg/L

注記：2施設の処理量は、支川の夏場の渇水流量を
全処理できる規模

境川浄化施設（ 大浄化水量6.4m3/s）

桑原川浄化施設（ 大浄化水量0.7m3/s）

長良川

桑
原
川

４／２６ ④犀川
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犀川遊水地

遊水地と排水機場の設置による治水対策を進めてきた。

犀川流域は、長良川の洪水時の水位に対して地盤が低い

堤内地の河川からの排水が困難であり過去、幾度も水害が発生している。

内水対策①４／２６ ④犀川

天
王

川

中
川

犀川第３排水機場

犀川第２排水機場（撤去）

犀川第１排水機場（撤去）

犀川統合排水機場

新
堀
川

五
六
川

宝江川

犀
川

犀川遊水地

直轄管理区間
編入区間

墨俣小学校

牛牧小学校

水辺の学校

土地区画整理区域

-46-



第２回木曽川水系流域委員会資料

犀川統合排水機場

犀川第１排水機場

犀川第２排水機場

犀川統合排水機場の新設

墨俣城

犀川第３排水機場

犀川第１排水機場

犀川第２排水機場

犀川統合排水機場の新設

墨俣城

犀川第３排水機場
犀川統合排水機場

長良川

天王川

犀川第３排水機場

新堀川
新堀川放水路

前池

犀川統合排水機場

長良川

天王川

犀川第３排水機場

新堀川
新堀川放水路

前池

＜昭和51年9月洪水の被害状況＞

事業期間 ： 平成15年度～平成23年度（予定）

第１排水機場及び第２排水機場の老朽化により
統合排水機場として改築

犀川

五六川ＪＲ東海道本線
国道２１号

犀川

五六川ＪＲ東海道本線
国道２１号

内水対策②４／２６ ④犀川

穂積町牛牧団地地内洪水状況

長
良
川

犀川

天
王

川
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犀川遊水地事業と関連して行われる土地区画整理事業と併せ、環境学習
の場として整備。

犀川水辺の楽校整備事業
（岐阜県大垣市・瑞穂市）

４／２６ ④犀川
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堰や床固等の横断工作物は、魚類等の遡上の阻害となっている。

揖斐川・根尾川は平成４年３月に「魚がのぼりやすい川づくり」の指定河川
となり、魚道の設置や改良を行っている。

魚道改良の取り組み
（揖斐川第７床固魚道）

改良前 改良後
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揖斐川の瀬切れ区間

平野庄橋付近ではかんがい期を中心に頻繁に瀬切れが発生。

平成6年の渇水時には岡島及び万石を含む広範囲で瀬切れが発生した。

平成6年渇水時の状況 平常時の状況
（平成7年撮影）

揖斐川

４／２６ ⑥平野庄橋
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木曽川水系連絡導水路４／２６ ⑦西平ダム上流

木曽川連絡導水路事業は、徳山ダムに確保した容量を用いて異常渇水
時の緊急水補給による河川環境の改善等及び新規利水の補給を目的に
平成18年度に実施計画調査に着手した。

徳山ダム

犬山頭首工

木曽川大堰

西平ダム

揖
斐
川

根
尾
川

長
良
川

木
曽
川

予定地点
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揖斐川流域図

徳山ダム集水域

約２５４km2

横山ダム単独集水域

坂内川

万石

今尾

横山ダム

徳山ダム

約２１７km2

ダム集水域
約４７１km2

水系名：木曽川水系揖斐川
所在地：岐阜県揖斐郡揖斐川町

（岐阜県西部の揖斐川上流約
80km）

目的 ・洪水調節
・灌 漑
（徳山ダム完成後に振り替え）
・発 電

横山ダム：国土交通省

（管理開始：昭和39年【43年経過】）
堤 高 80.8ｍ

ダム天端標高EL.209.5m
堤 頂 長 220.0ｍ
流域面積 471.0ｋｍ２

湛水面積 1.70km２

総貯水量 43,000千ｍ３

（再開発後は後述）

年 月 事 業 内 容
昭和 28年 4月 予備調査
昭和 32年 4月 実施計画調査
昭和 34年 4月 建設事業着手
昭和 35年 9月 本体工事着工
昭和 38年 3月 基本計画告示
昭和 39年 6月 竣工式
昭和39年10月 管理移行
平 成 2 年 4 月 再開発事業建設着手
平成11年10月 土砂掘削工事着工(H11､H12は堰堤維持費)

平成15年度第１回事業評価監視委員会で審議
(｢横山ダム再開発事業の継続｣了承)
平成16年度第１回事業評価監視委員会で審議
(｢揖斐川新治水計画｣と｢横山ダム再開発事業の継続｣了承)

平成 17年 4月 直轄河川総合開発事業に移行

平成 16年 4月

平成 15年 7月

横山ダムの概要４／２６ ⑧横山ダム再開発
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年

大
流
量
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堆砂量

年 大流量

掘削を行わない場合の全堆砂量

堆砂量

計画堆砂量

堆砂容量内

有効容量内

4,142

2,090

1,034 1,004

6,858千m
3

4,480千m
3

3,500千m
3

11,338千m
3

実質堆砂量

千m
3

m
3
/s

7,450千m
3

4,100千m
3

3,450千m
3

10,900千m3

■平成17年現在の堆砂状況

ダム完成後43年経過し、総堆砂量は約11,000

千m3、比堆砂量が567m3/年/km2で計画堆砂

容量を上回っている。
・総堆砂量・・・・・・・・・・・・・・・10,900千m3

・有効容量内堆砂量 ・・・・・・・・・・・3,450千m3

・経過年数 ・・・・・・・・・・・・・・・・42年

・全堆砂率（総貯水容量に対する）・・・・・・25％

・堆砂率（計画堆砂量に対する） ・・・・・・109％

・有効容量内堆砂率（全堆砂量に対する）・・・32％

平成13年

ダム建設前

120
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

縦断距離（ｍ）

標
高

Ｅ
Ｌ

．
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）

元河床高(ｍ)

Ｈ11年度河床高(ｍ)

Ｈ 3年度河床高(ｍ)

ダム天端ＥＬ.209.5m
常時満水位 ＥＬ.207.5m

予備放流水位ＥＬ.192.7m

低水位ＥＬ.180.0m

約1/ 30

約1 370

横山ダム

鬼姫生橋

新川尻橋

横山ダム

鬼姫生橋

新川尻橋

横山ダム

鬼姫生橋

新川尻橋

ダム建設前後の鬼姫生橋の様子

堆砂状況４／２６ ⑧横山ダム再開発

再開発計画時の貯水池縦断
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○事業の必要性（治水）
〔近年の主な出水〕
発生年月 被害地域 被害状況

S34.8.13 大垣市他 死者・行方不明者２人
被災家屋8,500棟

S39.9.27 大垣市他 死者・行方不明者29人
被災家屋5,900棟

S40.9.15 藤橋村他 死者・行方不明者1人
被災家屋460棟

S50.8.23 大垣市他 被災家屋350棟

S51.9 大垣市他 死者・行方不明者1人
被災家屋19,000棟

H元.9.7 大垣市他 被災家屋40棟

H2.9.20 大垣市他 被災家屋１,200棟

H14.7.10 大垣市他 被災家屋920棟

H16.10.20 大垣市他 被災家屋140棟

■昭和50年8月 台風6号 ■平成14年7月 台風6号（万石）

事業の必要性（治水）４／２６ ⑧横山ダム再開発

近年揖斐川では、出動水位を超える洪水が2年に1度の割合で発生。
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約3,700m3/s

約500m3/s

約500m3/s 約500m3/s

約1,900m3/s

約400m3/s

約3,400m3/s

約3,700m3/s
3 ,900m3/s

約200m3/s 約200m3/s

約500m3/s

約1,400m3/s

約1,900m3/s

2 ,400m3/s

現況 従来計画 新計画 整備目標

ダ
ム
調
節
量

計
画
高
水
流
量

（
河
道
配
分
流
量
）

上流ダム群
未整備分

洪水調節量

河道未改修分

河道の
流下能力

徳山ダム
従来計画

による効果

徳山ダム新計画
及び

横山ダム再開発
新計画

による効果

横山ダム再開発（従来計画）
による効果 約100m3/s

※従来計画及び新計画の河道流下能力はＨ１９年度改修予定河道における値

徳山ダム・横山ダムによる効果４／２６ ⑧横山ダム再開発

徳山ダムと横山ダムの再編で計画ダム調節量を確保。
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徳山ダム（洪水期容量配分）

従来計画 新計画

洪水調節容量 100 000千m3 123 000千m3

その他容量 560 000千m3 537 000千m3
※新計画のその他容量には、横山ダムかんがい用途振替分32,000千m3含む。

横山ダム（容量配分）

新計画

10/16～6/15 6/16～7/31 8/1～10/15 （洪水期）

洪水調節容量 － 11,100千m3 22,500千m3 29,600千m3

かんがい容量 29,000千m3 26,400千m3 18,000千m3 －

その他容量 18,500千m3 10,000千m3 10,000千m3 3,100千m3
※予備放流容量等により、合計値は総貯水容量と合わない。

※かんがい容量には、 低水位以下に確保している容量4,000千m3を含む。

※従来計画（8/1～10/15）及び新計画の洪水調節容量には、予備放流容量分3,000千m3含む。

（なお予備放流容量とは、常時は制限を緩和して利水目的に貯水池を使用し、洪水が起こった時だけ一時的に貯水池

水位を一定の水位まで低下させ、確保する容量である。）

従来計画

揖斐川の洪水調節機能を従来計画
以上に向上させるため、①横山ダム
のかんがい用途を徳山ダムに振り替
え、洪水調節容量を増量。②徳山ダ
ムの洪水調節容量を増量。

揖斐川本川において、洪水調節機能を大幅に向
上

揖斐川流域図

徳山ダム集水域

約２５４km2

横山ダム単独集水域

坂内川

今尾

横山ダム

徳山ダム

約２１ km2

ダム集水域
約４７１km2

万石地点上流のダム

大垣市万石

洪水調節容量

その他容量

洪水調節容量

その他容量

かんがい容量

洪水調節容量

その他容量

洪水調節容量

その他容量

かんがい用途振替分
32,000 千 m3 含 む

従 来 計 画

増 量

増 量

振 替

徳山ダム 徳山ダム

横山ダム 横山ダム

新 計 画

洪水調節容量

その他容量

現在未整備の上流ダム 現在未整備の上流ダム

上記用途振替等により、
揖斐川本川において、
将来ダムの機能の確保を
可能とする。

揖斐川新洪水調節計画の概要４／２６ ⑧横山ダム再開発
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徳山ダム

0

500
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2500

0 1 2 2 4 3 6 48 6 0 時間(h)

流量（m3/s）

大流入量：約1,790m3/s

貯留

0m3/s

流入量
放流量

横山ダム

0

500

1000

1500

2000

2500

0 12 24 36 48 60 時間(h)

流量（m3/s）

大流入量：約2,330m3/s
貯留

流入量

放流量

横山ダム

0

500

1000

1500

2000

2500

0 1 2 24 36 48 6 0 時間(h)

流量（m3/s）

大流入量：約2,130m3/s
貯留

放流量

流入量

徳山ダム

0

500

1000

1500

2000

2500

0 1 2 24 36 4 8 60 時間(h)

流量（m3/s ）

大流入量：約1,790m3/s

貯留

200m3/s
流入量

放流量

万石

0

1000

2000

3000

4000

0 12 24 36 48 6 0 時間(h)

流量（m3/s）

大流量：約4,200m3/s

計画高水流量：3 900m3/s

万石

0

1000

2000

3000

4000

0 1 2 24 36 4 8 60 時間(h)

流量（m3/s）

大流量：約3,900m3/s

計画高水流量：3,900m3/s

【従来計画】

洪水型 ダムなし
現横山ダム

のみ
徳山従来計画
横再従来計画

徳山新計画
横再新計画

Ｓ２８．９ 5,000 4,300 3,800 3,600

Ｓ３４．８ 4,000 3,500 2,900 2,600

Ｓ３４．９ 6,300 5,800 4,200 3,900

Ｓ３５．８ 5,300 4,700 4,300 3,900

Ｓ４０．９ 5,900 4,700 3,800 3,400

洪水 ダムなし
現横山ダム

のみ
徳山従来計画
横再従来計画

徳山新計画
横再新計画

Ｓ５０．８ 5,000 4,000 3,700 3,500

Ｈ１４．７ 4,500 4,500 4,200 3,900

木曽川水系工事実施基本計画の対象５洪水における
洪水調節効果の算定結果（基準地点万石）

近年実績洪水における洪水調節効果の算定結果（基準地点万石）

徳山ダムの洪水調節容量を１２３，０００千m
３に、横山ダムの洪水調節容量を２９，６００

千m３に増量するとともに両ダムの洪水調節方式

を変更することにより、工事実施基本計画で目

標としている上流ダム群による洪水調節量（２，

４００m３/s）を確保することを可能とし、基準

地点万石の流量を計画高水流量（３，９００m３

/s）以下にすることを可能とする。

なお洪水調節機能が大幅に向上するため、基

準地点万石上流の現在未整備のダムが不要とな

る。

また近年で計画高水位を超過した昭和５０年

８月洪水及び平成１４年７月洪水においても計

画高水流量以下にすることが可能となる。
1,150m3/s定

量

290m3/
s

1,200m3/s

【新計画】

昭和34年9月洪水における万石基準点の流量４／２６ ⑧横山ダム再開発
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予備放流容量

 3,000千m3

洪水調節容量
(6/16～10/20)

29,600千m3

有効容量
 (発電)

29,600千m3

総貯水容量

32,700千m3

高水位 EL207 5m

非越流頂 EL209.5m

制限水位 EL187.0m

予備放流水位
低水位 EL180.0m

基礎地盤 EL123.7m

6/16 10/20

1月 2月 3月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

207 5m

187 0m

EL 180 0m
300万m 3

2,960万m3

出水期を通して
洪水調節容量を確保

再開発運用

4月

2,960万m3

灌漑確保水位 EL203.0m

高水位 EL207 5m

制限水位 EL201.0m

制限水位 EL195 2m

予備放流水位 EL192 7m

堆砂面 EL180 0m

異常渇水時
低水位 EL173.0m

基礎地盤 EL123 7m

灌漑容量

25,000千m3

4,000千m3

予備放流容量

 3,000千m3

洪水調節容量
(6/16～7/31)

11,000千m3

洪水調節容量
(8/1～10/15)

22,000千m3

有効容量
 (発電)

33,000千m3

総貯水容量

43,000千m3

非越流頂 EL209 5m

6/16 10/15

1月 2月 3月 4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

207.5m

201.0m

195 2m

8/1

EL 180 0m

1,400万m32,200万m3

3,300万m3

現 行 運 用

5月

2,500万m3

203.0m

192 7m

2,200万m3

かんがい用途の振り替えに伴う貯水池運用４／２６ ⑧横山ダム再開発

かんがい用途を徳山ダムに振返えたため、横山ダムの貯水池運用を変更
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距離標（km）

標高（T.P.m）
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従来計画HWL超過 新計画HWL超過 計画高水位
現況計算水位 従来計画計算水位 新計画計算水位

今

尾

牧

田
川

根

尾

川

名

神
付

近

新

幹
線

付
近

従来計画におけるＨＷＬ超過区間

新計画におけるＨＷＬ超過区間

万石地点（河口より約40.6km）

計画高水位を も上回る地点（河口より約36km）

大垣市役所地盤高

新洪水調節計画によれば、計画規模の洪水が発生した場合に、

治水基準地点万石（河口より約４０．６km）において従来計画より

約０．３m水位を低下させ、計画高水位以下にすることが可能とな

る。

計画高水位 T.P.12.09m

現 況 計画高水位＋約１.７ｍ

従来計画 計画高水位＋約０.０ｍ

新計画 計画高水位－約０.３ｍ

※従来計画と新計画は、H19までの河川改修の
効果を見込んでいる。

※昭和３４年９月型洪水
※従来計画：既設横山ダム＋徳山ダム従来計画

1.7m 2m

計画高水位 T.P.12.09m

現 況 計画高水位＋約１.７ｍ

従来計画 計画高水位＋約０.０ｍ

新計画 計画高水位－約０.３ｍ

※従来計画と新計画は、H19までの河川改修の
効果を見込んでいる。

※昭和３４年９月型洪水
※従来計画：既設横山ダム＋徳山ダム従来計画

1.7m 2m

現 況 計画高水位＋約２.１ｍ

従来計画 計画高水位＋約０.４ｍ

新計画 計画高水位＋約０.１ｍ

計画高水位 T.P.10.35m

1.7m 2m

※従来計画と新計画は、H19までの河川改修の
効果を見込んでいる。

※昭和３４年９月型洪水
※従来計画：既設横山ダム＋徳山ダム従来計画

現 況 計画高水位＋約２.１ｍ

従来計画 計画高水位＋約０.４ｍ

新計画 計画高水位＋約０.１ｍ

計画高水位 T.P.10.35m

1.7m 2m

※従来計画と新計画は、H19までの河川改修の
効果を見込んでいる。

※昭和３４年９月型洪水
※従来計画：既設横山ダム＋徳山ダム従来計画

計画規模の洪水が発生した場合に、計画高水位を超える量が も

大きくなる地点（約３６km付近）において、従来計画より約０．３m水位

を低下させることが可能となる。

従来では、計画規模の洪水が発生した場合には、
河口から２６～４４kmの区間の延長約１８kmの区間で
計画高水位を上回っていたが、新洪水調節計画では
ほとんどの区間で計画高水位を下回ることとなる。

※昭和３４年９月型洪水
※従来計画：既設横山ダム＋徳山ダム従来計画
※河道条件：現況はＨ１４河道、従来計画及び新計画はＨ１９年度改修予定河道

新洪水調節計画における水位低下効果縦断図

水位低下効果４／２６ ⑧横山ダム再開発
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横山ダム完成直後の川底（河床）

有効容量

掘削工事着工前の川底（河床）

1,140万m3

平成11年時点の堆砂土砂

［ 凡 例 ］

堆砂土砂の掘削

堆砂容量
310万m3

洪水調節に必要な容量＝2,960万m3

昭和39年

ダム完成

平成11年

再開発事業開始

平成22年

再開発事業完成

（110万m3）

低水位 E.L.180.0m

高水位 E.L.207.5m

横山ダム再開発事業４／２６ ⑧横山ダム再開発

横山ダム再開発の容量イメージ（洪水調節容量2,960万m3確保）

H18年度までに
完了した掘削量 ２１１万m3

残 掘 削 量 １２９万m3
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土砂掘 の範土砂掘削の範囲および土捨場への運搬経路

撮影方向

掘削前状況
(平成１８年夏)

掘 削 中

掘削中土砂置場状況

横山ダム再開発事業の進捗状況４／２６ ⑧横山ダム再開発
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坂内川貯砂堰

架橋予定地点

新 横 山 橋

完成予想図

橋 長 23 500
3 0 桁 長 231900 3 0
7 0 8 500 149000 7 0
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207.5 （計画高水位）
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新横山端・坂内川貯砂堰４／２６ ⑧横山ダム再開発

坂内川方面の掘削土砂運搬に必要な新横山橋と貯砂堰
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主桁断面図(A2側)

一般国道３０３

既設貯砂堰

貯砂堰

H18施行状況
新横山橋については岐阜県道
路計画の一環であるため費用
についても一部負担している。
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